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地
域
医
療
の

危
機

全
国
の
自
治
体
病
院
で『
医
師
不
足
』を
原
因
と
し
た

縮
小
や
閉
鎖
な
ど
が
相
次
い
で
い
る
。

こ
れ
ま
で
地
域
の
医
療
を
支
え
、
命
を
守
っ
て
き
た

公
立
宇
出
津
総
合
病
院
の
状
況
は
ど
う
な
の
か
。

知
ら
な
い
、
関
係
な
い
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
。

地
域
医
療
は
自
分
た
ち
の
健
康
、
生
命
に
か
か
わ
る

大
切
な
問
題
な
の
だ
か
ら―

。

崩
壊
す
る
自
治
体
病
院

　

自
治
体
病
院
の
崩
壊
が
連
日
の
よ

う
に
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
報
道
さ
れ
て

い
る
。
平
成
18
年
に
財
政
破
た
ん
し

た
北
海
道
夕
張
市
の
夕
張
市
立
総
合

病
院
は
、
当
時
39
億
円
の
※
1

一
時

借
入
金
を
抱
え
、
病
院
自
体
も
倒
産

状
態
だ
っ
た
。
１
７
１
床
の
総
合
病

院
は
※
２

公
設
民
営
の
運
営
と
な
り
、

19
床
の
有
床
診
療
所
と
40
床
の
老
人

保
健
施
設
に
な
っ
た
。

　

経
営
破
た
ん
の
要
因
に
は
①
医
師

不
足
に
よ
る
診
療
科
の
崩
壊
②
看
護

師
不
足
③
人
口
の
減
少
や
立
地
条
件

④
職
員
の
危
機
意
識―

な
ど
が
挙
げ

ら
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
は
夕
張
市

だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
同
じ
よ
う

な
課
題
を
全
国
の
ほ
と
ん
ど
の
自
治

体
病
院
が
抱
え
て
い
る
。

　

夕
張
以
外
に
も
今
年
9
月
30
日
に

診
療
を
休
止
し
た
千
葉
県
銚
子
市
の

銚
子
市
立
総
合
病
院
（
３
９
０
床
）

は
医
師
の
激
減
に
よ
り
急
激
に
経
営

が
悪
化
。
入
院
患
者
は
転
院
、
職
員

は
再
就
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

減
少
す
る
能
登
北
部
の
医
師

　

石
川
県
は
2
次
医
療
圏
（
医
療
を

提
供
す
る
地
域
的
単
位
）
と
し
て
①

能
登
北
部
②
能
登
中
部
③
石
川
中
央

④
南
加
賀―

の
４
つ
を
設
定
し
て
い

る
。
平
成
18
年
度
末
の
医
師
数
は

２
９
８
０
人
で
人
口
10
万
人
当
た
り

で
は
全
国
11
位
と
い
う
高
水
準
。
し

か
し
そ
の
75
％
が
石
川
中
央
に
集
中

し
、
能
登
北
部
に
は
１
１
１
人

（
3
・
7
％
）
の
医
師
し
か
い
な
い
。

　

石
川
県
医
療
計
画
（
平
成
20
年
4

月
策
定
）
で
は
、
能
登
北
部
の
医
師

の
配
置
に
つ
い
て
「
安
定
的
、
継
続

的
な
確
保
は
大
変
困
難
な
状
況
（
中

略
）
医
療
機
関
相
互
の
機
能
分
担
と

連
携
を
一
層
進
め
る
必
要
が
あ
る
」

と
掲
げ
て
い
る
。

　

銚
子
市
立
病
院
は
1
年
間
で
13
人

の
医
師
が
次
々
に
退
職
。
医
師
確
保

に
奔
走
し
て
き
た
病
院
長
も
「
懸
命

に
努
力
し
頑
張
っ
て
き
た
が
、
精
神

的
に
も
疲
れ
、
燃
え
尽
き
た
」
と
い

う
理
由
で
、
任
期
を
残
し
て
退
職
届

を
提
出
し
た
と
い
う
。

医
師
不
足
の
原
因

　

な
ぜ
医
師
不
足
が
叫
ば
れ
て
い
る

の
か
。
最
大
の
原
因
は
平
成
16
年
度

か
ら
始
ま
っ
た
※
3

新
臨
床
研
修
制

度
の
導
入
。
こ
の
制
度
に
よ
っ
て
今

ま
で
自
治
体
病
院
に
医
師
を
派
遣
し

て
い
た
大
学
病
院
で
も
医
師
が
激
減

し
、医
師
の
引
き
揚
げ
が
行
わ
れ
た
。

自
治
体
病
院
に
医
師
の
補
充
は
な

く
、
残
っ
た
医
師
の
負
担
は
増
え
、

結
果
退
職
し
て
い
く
と
い
う
事
態
が

生
じ
た
。
医
師
が
自
治
体
病
院
か
ら

退
職
し
て
い
く
原
因
は
ほ
か
に
も
、

激
務
で
あ
る
仕
事（
長
い
労
働
時
間
、

低
い
報
酬
）、
患
者
側
の
問
題
（
コ

ン
ビ
ニ
受
診
、
医
療
訴
訟
の
増
大
）

や
行
政
・
住
民
と
の
溝
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。

地
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療
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地
域
医
療
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域
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業
医
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地
域
医
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地
域
医
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域
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療
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域
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【
用
語
解
説
】

※
１
一
時
借
入
金･･･

予
算
内
の
支
出
を

す
る
た
め
に
一
時
的
に
借
り
入
れ
る
も
の

※
２
公
設
民
営･･･

行
政
（
自
治
体
）
が

施
設
を
設
置
し
、
運
営
を
民
間
に
委
託
す

る
形
式

※
３
新
臨
床
研
修
制
度･･･

新
人
医
師
が

専
門
分
野
に
進
む
前
に
、
初
期
診
療
な
ど

臨
床
医
と
し
て
の
基
本
を
身
に
つ
け
る
た

め
に
2
年
間
研
修
す
る
制
度
。
研
修
先
と

な
る
病
院
は
新
人
医
師
が
選
び
、
病
院
側

の
希
望
と
つ
き
合
わ
せ
る
「
マ
ッ
チ
ン
グ

方
式
」
で
決
定
さ
れ
る

能登北部医療圏（人口 81,568 人）
（輪島市、珠洲市、穴水町、能登町）
医師数：111 人
薬剤師数：104 人
看護職員数：812 人

能登中部医療圏（人口 142,463 人）
（七尾市、羽咋市、志賀町、宝達志
水町、中能登町）
医師数：243 人
薬剤師数：201 人
看護職員数：1,853 人

石川中央医療圏（人口 710,692 人）
（金沢市、かほく市、白山市、
野々市町、津幡町、内灘町）
医師数：2,244 人
薬剤師数：1,844 人
看護職員数：9,392 人

南加賀医療圏（人口 237,068 人）
（小松市、加賀市、能美市、川北町）
医師数：382 人
薬剤師数：335 人
看護職員数：2,782 人

データは石川県医療計画より抜粋

能登北部医療圏の４自治体病院の医師数

病　院　名
常勤医師数 へき地医療

拠点病院平成 15 年度 平成 20 年度 差引

市立輪島病院 17 人 14 人 △ 3人 ○

珠洲市総合病院 17 人 14 人 △ 3人 ○

公立宇出津総合病院 14 人 12 人 △ 2人

公立穴水総合病院 15 人 12 人 △ 3人 ○

計 63 人 52 人 △ 11 人

◉特集

い　

の　

ち

と 
り 
で

生
命
の
砦

―
 

地
域
医
療
を
守
る ―



42008.12  № 465

赤
字
を
抱
え
る
自
治
体
病
院

　

全
国
約
１
０
０
０
の
公
立
病
院
の

う
ち
7
割
以
上
が
赤
字
経
営
で
、
特

に
自
治
体
病
院
の
赤
字
割
合
が
高

い
。
自
治
体
病
院
は
、
こ
れ
ま
で
過

疎
地
や
へ
き
地
な
ど
の
民
間
医
療
機

関
の
立
地
が
困
難
な
地
域
で
の
医
療

の
提
供
、
救
急
・
小
児
・
周
産
期
な

ど
の
不
採
算
部
門
の
医
療
の
提
供
な

ど
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
き
た
。

　

宇
出
津
病
院
も
同
様
に
、
地
域
医

加
・
確
保
②
経
費
削
減
・
抑
制
③
設

備
投
資
④
事
業
規
模
・
事
業
形
態
の

見
直
し―

な
ど
に
分
類
し
て
具
体
的

な
取
り
組
み
内
容
や
そ
の
実
施
時

期
、
効
果
額
を
議
論
し
て
い
る
。

医
療
資
源
の
効
率
的
な
活
用

　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
示
す
経
営
の
効

率
化
の
中
身
は
、
経
営
指
標
に
か
か

る
数
値
目
標
の
設
定
と
※
３

病
床
利

用
率
が
過
去
3
年
間
連
続
で
70
％
未

満
の
病
院
の
病
床
数
見
直
し
な
ど
。

　

宇
出
津
病
院
の
過
去
3
年
間
の
病

床
利
用
率
は
平
成
17
年
度
か
ら
68
・

１
％
、
67
・
６
％
、
64
・
６
％
と
い

ず
れ
も
70
％
を
下
回
り
、
現
在
の

１
８
８
床
（
一
般
病
床
）
と
い
う
病

床
数
の
見
直
し
が
迫
ら
れ
て
い
る
。

　

策
定
委
員
会
の
委
員
で
も
あ
る
小

森
和
俊
病
院
長
は
「
病
床
数
を

１
２
０
床
ぐ
ら
い
に
減
ら
し
、
現
在

の
3
病
棟
を
2
病
棟
に
縮
小
す
る
と

い
う
案
を
委
員
会
で
検
討
し
て
い

る
。
使
わ
れ
て
い
な
い
病
床
を
削
減

す
る
も
の
で
、
医
療
の
質
が
低
下
す

る
わ
け
で
は
な
い
」
と
話
す
。

　

今
後
も
持
続
可
能
な
医
療
を
提
供

し
て
い
く
た
め
に
は
、
病
床
だ
け
で

は
な
く
、
限
ら
れ
た
医
療
資
源
を
い

か
に
効
率
よ
く
活
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。

求
め
ら
れ
る
病
院
改
革

　

平
成
19
年
12
月
24
日
、
総
務
省
は

「
公
立
病
院
改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

を
公
表
し
、各
自
治
体
に
通
知
し
た
。

自
治
体
病
院
の
破
た
ん
は
地
域
医
療

の
崩
壊
を
意
味
す
る
。
自
治
体
病
院

の
厳
し
い
状
況
を
改
革
し
、
地
域
医

療
の
崩
壊
を
事
前
に
防
ぐ
た
め
の
措

置
だ
。

　

こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
、

地
方
公
共
団
体
は
平
成
20
年
度
内
の

病
院
改
革
プ
ラ
ン
策
定
を
求
め
ら
れ

た
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
こ
の
改

革
を
機
に
あ
ら
た
め
て
公
立
病
院
と

し
て
の
役
割
を
見
直
し
明
確
化
す
る

こ
と
と
、
一
般
会
計
と
の
経
費
負
担

の
基
準
（
※
２

繰
出
基
準
）
を
設
定

す
る
こ
と
を
掲
げ
た
。
そ
し
て
さ
ら

に
①
経
営
の
効
率
化
②
再
編
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
③
経
営
形
態
の
見
直
し

―

の
3
つ
の
視
点
で
改
革
を
推
進
す

る
よ
う
求
め
て
い
る
。

具
体
的
な
改
革
内
容
を
協
議

　

宇
出
津
病
院
は
今
年
8
月
、
関
係

機
関
代
表
や
有
識
者
8
人
で
構
成
す

る
改
革
プ
ラ
ン
策
定
委
員
会
を
組

織
。
策
定
委
員
会
で
は
現
状
の
問
題

を
洗
い
出
し
、
問
題
点
を
①
収
入
増

過
疎
地
で
あ
る
奥
能
登
で
、
救
急
医
療
や
高
度
医
療
な
ど
地
域

に
必
要
な
医
療
を
担
っ
て
き
た
公
立
宇
出
津
総
合
病
院
（
以

下
宇
出
津
病
院
）
は
、
ほ
か
の
多
く
の
自
治
体
病
院
と
同
様
に
赤
字

経
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
襲
い
か
か
る
医
師
不
足
、

看
護
師
不
足
と
い
う
波
。
今
後
も
安
定
的
・
持
続
的
に
医
療
を
提
供

し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
何
か
、
そ
の
現
状
を
探
る
。

地
域
医
療
の
危
機

地
域
医
療
の
現
状

地
域
医
療
の
原
点

開
業
医
の
視
点

地
域
医
療
の
先
進
地

地
域
医
療
を
育
て
る

地
域
医
療
の
展
望

地
域
医
療
を
守
る

（人）
800

H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19

図２  公立宇出津総合病院の入院・外来患者数
1 日入院患者数　　　　1日外来患者数
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　この地域に不足している医
療は、公立病院である宇出津
病院が補う必要があります。
しかし、医師・看護師不足の
中で、不採算部門を担いなが
ら経営を改善するには限界が
あります。現在は県、能登北
部の公立病院、大学病院など
が集まり、今後の能登北部の
医療をどうするかという話し
合いも進められています。
　奥能登の人口は減っていま
すが高齢者は増えていますの
で、今後も適正な病床数を維
持しながら地域医療を守りた
いと考えています。

INTERVIEW

公立宇出津総合病院

山
や ま も り

森 景
け い じ

治 事務局長

公立病院として不採算部門を担う必要もある

（億円）
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図１ 公立宇出津総合病院の医業収益・費用、収支比率
医業収益　　　医業費用　　　医業収支比率
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表 1  医師数・看護師数の状況
H13 H16 H20 見込

常勤医師数 17 14 12
非常勤常勤換算 3.4 3.5 3.0
医師数合計 20.4 17.5 15.0
医師必要数 23.0 22.2 19.7
医師不足数 2.6 4.7 4.7
看護師 57 58 59
准看護師 40 39 32
看護師数合計 97 97 91
※医師必要数は患者数から計算する医療法上の標
　準医師数。看護師は今後 10 年間で約半数が定年
　退職を迎える。

療
の
中
核
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し

て
き
た
が
、
そ
の
経
営
は
慢
性
的
な

赤
字
が
続
い
て
い
る
。

　

図
１
は
、
本
業
で
あ
る
医
業
で
の

も
う
け
を
表
す
医
業
収
益
、
医
業
に

か
か
る
経
費
で
あ
る
医
業
費
用
と
そ

の
比
率
を
グ
ラ
フ
化
し
た
も
の
。
医

業
収
支
比
率
を
見
る
と
、
年
度
内
に

4
人
の
医
師
が
退
職
し
た
平
成
13
年

度
か
ら
比
率
が
下
が
り
、
近
年
は

95
％
前
後
で
推
移
し
て
い
る
。

　

図
2
は
、
一
日
当
た
り
の
外
来
患

者
数
と
入
院
患
者
数
の
推
移
。
グ
ラ

フ
を
見
る
と
、
外
来
患
者
数
は
過
去

11
年
間
右
肩
下
が
り
で
減
少
し
、
入

院
患
者
は
近
年
減
少
傾
向
に
あ
る
。

こ
れ
は
医
師
や
看
護
師
の
減
少
も
影

響
し
て
い
る
（
表
１
）。

　

医
師
や
看
護
師
の
数
は
、
直
接
病

院
の
収
益
に
影
響
を
及
ぼ
す
。
し
か

し
患
者
数
が
減
り
、
※
１

診
療
報
酬

の
マ
イ
ナ
ス
改
定
が
続
い
て
い
る
こ

と
を
考
え
る
と
、
現
場
の
頑
張
り
に

よ
っ
て
収
支
の
悪
化
が
食
い
止
め
ら

れ
て
い
る
と
い
う
状
況
が
分
か
る
。

【用語解説①】
※１診療報酬の改定･･･診療報酬と
は、病院などの保険医療機関が、行っ
た医療サービスの対価として受け取
る報酬のこと。診察や治療ごとに点
数が決められ 1点 10 円で計算され
る。改定はほぼ 2年に一度行われ、
平成 16 年は国民医療費との対比で
▲ 1％、平成 18 年は▲ 3.16％と過
去最大の下げ幅となり、病院経営に
大きな影響を及ぼしている。

地
域
医
療
の

現
状

【用語解説②】
※２繰出基準･･･地方公営企業の経
費の性質上、一般会計で負担すべき
経費を算定するための基準。
※３病床利用率･･･入院ベッドの利
用状況を表す数値で、入院患者延数
÷許可病床延数× 100 で算出する。
※４看護基準･･･入院患者に対する
看護師数を表すもの。10 対 1 は入
院患者 10 人に対して 1人の看護師
が実際に受け持っている状況。

　今年 5 月から※４看護基準
が13対1から10対１になり、
より手厚い看護ができるよう
になりました。しかし看護師
の数に余裕があるわけではな
く、みんなでカバーしあって
いるという状況です。
　宇出津病院は地域に根ざし
た看護を目指していますが、
かゆいところに手が届くよう
な看護をするためには、数が
必要です。地元から出ている
看護師が宇出津病院で働きた
いと思うような教育体制や職
場としての魅力を高めていき
たいと思っています。

INTERVIEW

地域に根ざした看護ができる病院として

公立宇出津総合病院

輪
わ じ ま

島 裕
ゆ う こ

子 主任看護師
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地
域
医
療
の

原
点

地
域
医
療
の
中
核
と
し
て
、
住
民
の
健
康
、
生
命
を
守
り
続
け

て
き
た
宇
出
津
病
院
。
奥
能
登
唯
一
の
施
設
や
高
度
医
療
機

器
を
い
ち
早
く
そ
ろ
え
、
地
域
格
差
、
医
療
格
差
を
解
消
し
な
が
ら

住
民
本
位
の
医
療
を
提
供
し
て
き
た
。
そ
の
歴
史
を
振
り
返
る
。

礎
い
し
ず
え

を
築
い
た
中な
か
え榮

敏と
し
ろ
う郎

院
長

　

公
立
病
院
と
し
て
の
宇
出
津
病
院

の
起
源
は
昭
和
27
年
6
月
に
さ
か
の

ぼ
る
。
当
時
の
鳳
至
郡
東
部
八
カ
町

村
が
共
同
で
、
県
厚
生
農
業
協
同
組

合
連
合
会
の
病
院
を
買
い
受
け
て
宇

出
津
地
区
総
合
病
院
組
合
立
宇
出
津

病
院
が
発
足
。
診
療
科
６
科
、
病
床

数
90
床
の
木
造
の
建
物
だ
っ
た
。

　

27
年
4
月
か
ら
病
院
事
務
職
と
し

て
就
職
し
て
い
た
太
島
慶
子
さ
ん
は

「
職
員
は
全
部
で
40
人
く
ら
い
。
気

心
の
知
れ
た
仲
間
同
士
で
、
病
院
も

活
気
が
あ
り
ま
し
た
」
と
発
足
し
た

当
時
を
振
り
返
る
。

　

27
年
9
月
、
地
元
上
町
出
身
の
外

科
医
、
中
榮
敏
郎
医
師
が
院
長
と
し

て
招
し
ょ
う
へ
い聘

さ
れ
た
。
中
榮
院
長
は
退
職

す
る
46
年
6
月
ま
で
の
約
20
年
間
、

医
師
不
足
の
と
き
に
は
外
科
の
ほ
か

に
内
科
や
産
婦
人
科
ま
で
自
分
で
診

療
し
て
、
宇
出
津
病
院
を
守
り
、
地

域
医
療
を
支
え
て
き
た
。

　

43
年
か
ら
内
科
の
非
常
勤
医
師
と

し
て
宇
出
津
病
院
に
勤
務
し
た
大
谷

信
夫
医
師
は
、
中
榮
院
長
に
つ
い
て

「
医
療
の
仕
事
に
熱
心
で
、
厳
し
い

が
心
は
温
か
い
人
だ
っ
た
。
臨
床
に

強
く
、
教
え
ら
れ
る
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
っ
た
」
と
語
る
。

　

31
年
に
は
、
看
護
師
を
補
う
た
め

に
奥
能
登
唯
一
の
准
看
護
学
院
を
開

設
、
地
元
の
学
校
の
先
生
や
病
院
の

医
師
・
看
護
師
が
講
師
と
な
っ
て
准

看
護
師
を
養
成
し
た
。

地
域
格
差
の
是
正
を
目
指
す

　

41
年
8
月
、木
造
建
物
の
老
朽
化
、

施
設
の
旧
式
化
か
ら
改
築
工
事
に
着

手
し
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
3

階
建
て
の
病
院
が
43
年
5
月
に
完
成

し
た
。

　

新
病
院
の
特
徴
の
一
つ
は
、
奥
能

登
唯
一
の
神
経
科
・
精
神
科
の
開
設
。

当
時
奥
能
登
に
は
全
国
水
準
を
上
回

る
患
者
が
い
る
と
さ
れ
、
珠
洲
市
や

輪
島
市
か
ら
も
多
く
の
患
者
が
治
療

に
訪
れ
た
。

　

45
年
5
月
に
は
、
肝
臓
病
の
権
威

で
あ
っ
た
金
沢
大
学
第
一
内
科
医
局

長
の
若
月
寿
之
助
医
師
を
副
院
長
と

し
て
招
聘
。
46
年
9
月
に
病
院
長
と

な
っ
て
か
ら
は
、
奥
能
登
で
初
め
て

の
人
工
透
析
設
備
を
導
入
す
る
な
ど

最
新
の
医
療
機
器
を
次
々
に
整
備

し
、
今
ま
で
七
尾
市
や
金
沢
市
で
し

か
治
療
が
受
け
ら
れ
な
い
と
い
っ
た

地
域
格
差
の
解
消
を
目
指
し
た
。

外
科
系
病
院
と
し
て
確
立

　

平
成
3
年
4
月
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
や
Ｃ
Ｔ

な
ど
、
最
新
の
医
療
機
器
を
備
え
た

新
病
院
の
改
築
が
完
了
す
る
。

　

小
森
和
俊
院
長
（
元
年
7
月
〜
現

在
）
は
「
奥
能
登
で
も
こ
れ
だ
け
の

高
度
医
療
が
で
き
る
と
い
う
も
の
を

目
指
し
た
」
と
語
る
。
そ
し
て
外
科

医
で
あ
る
小
森
院
長
を
中
心
に
外
科

系
病
院
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
て

い
っ
た
。

1宇出津病院准看護学院戴
たいぼう

帽式（昭和
43 年）　昭和 31 年 4月から昭和 48 年 3
月まで、毎年奥能登各地から希望者が入
学し、100 人以上の「白衣の天使」を送
り出した。
2昭和 43 年 5月に改築が完成した宇出
津病院　当時奥能登唯一の神経科・精神
科を新設。昭和 53 年 7 月から総合病院
となった。
3昭和 28 年ころの宇出津病院　昭和
27 年 6 月、診療科 6、病床数 90 床で発
足した木造の病院。
4平成 3年 4 月に完成した現在の公立
宇出津総合病院　病院前に建立された石
碑には、益

ます た に

谷健
た け お

夫元能都町長の筆跡で「敬
事而信（事を敬して信あり）」と刻まれ
ている。

　昭和 27 年から 30 年あま
り、薬局事務員として勤務し
ました。開設当時、医師確保
のために数馬角

かくし

四事務長（の
ちの能都町長）が毎週のよう
に金沢大学病院の医局に通っ
ていたことが忘れられませ
ん。地元に病院があることは
年寄りにとって本当にありが
たいこと。絶対に病院がなく
ならないよう願っています。

INTERVIEW

地
域
医
療
の
危
機

地
域
医
療
の
現
状

地
域
医
療
の
原
点

開
業
医
の
視
点

地
域
医
療
の
先
進
地

地
域
医
療
を
育
て
る

地
域
医
療
の
展
望

地
域
医
療
を
守
る

開設当初から薬局事務として勤務

太
た じ ま

島 慶
け い こ

子 さん（崎山）
地元に病院があることは
本当にありがたい。

1

2

3

　中榮院長は臨床医として本
当に立派な医師でした。宇出
津病院を一人で支えた時期も
あって、それを支えたものは
先生の熱意と努力、そして地
域住民のサポートという地域
一体感だったと思います。地
域医療のあり方が叫ばれてい
る最近、中榮先生の足跡を改
めて顕彰することは大変意義
深いことと感じます。

INTERVIEW
元金沢医科大学教授

大
お お や

谷 信
の ぶ お

夫 医師（金沢市）
中榮院長が築いた伝統
を受け継いでほしい。

4
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開
業
医
の

視
点

父
の
跡
を
継
ぎ
開
業
医
へ

　

わ
た
し
の
父
親
は
開
業
医
で
、
ほ

か
の
診
療
所
が
閉
鎖
さ
れ
て
か
ら

は
、
松
波
唯
一
の
診
療
所
と
し
て
、

地
域
の
医
療
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。

　

父
親
は
昔
か
ら
心
臓
を
患
い
、
入

退
院
を
繰
り
返
し
て
昭
和
57
年
3
月

に
亡
く
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
時
、

当
時
の
内
浦
町
長
や
町
幹
部
の
方
が

わ
た
し
の
勤
務
し
て
い
た
金
沢
医
科

大
学
に
何
度
も
訪
ね
て
来
ら
れ
、
そ

の
真し
ん
し摯

に
地
域
を
思
う
熱
意
に
打
た

れ
て
古
里
で
の
開
業
を
決
意
し
ま
し

た
。
そ
の
後
1
年
間
は
、
大
学
に
籍

を
置
き
な
が
ら
医
院
と
大
学
を
往
復

す
る
と
い
う
日
が
続
き
ま
し
た
。

患
者
さ
ん
の
声
を
聞
く

　

12
年
間
過
ご
し
た
大
学
病
院
時
代

は
、
循
環
器
内
科
を
専
門
と
し
て
い

い
ま
し
た
。
医
師
と
し
て
は
一
面

偏
っ
た
部
分
も
あ
り
、
開
業
当
初
は

【ますや・かずひろ】升谷医院院長。
金沢大学医学部を卒業し、付属病
院第二内科に入局。昭和 50 年 4
月に金沢医科大学循環器内科へ。
昭和 57 年 3 月、父親の跡を継い
で升谷医院院長となる。松波小中
学校の学校医、松波保育園の園医
や町内企業の産業医も務める。

か
か
り
つ
け
医
と
病
院
の
連
携
が

地
域
医
療
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

升谷一宏 医師（松波）
●石川県医師会の理事を務める

地
域
医
療
の
危
機

地
域
医
療
の
現
状

地
域
医
療
の
原
点

開
業
医
の
視
点

地
域
医
療
の
先
進
地

地
域
医
療
を
育
て
る

地
域
医
療
の
展
望

地
域
医
療
を
守
る

地
域
医
療
の
最
前
線
の
医
師
と
し
て

や
っ
て
い
け
る
か
ど
う
か
多
少
の
不

安
も
あ
り
ま
し
た
が
「
明
る
く
、
誠

実
に
、積
極
的
に
」を
医
院
モ
ッ
ト
ー

に
掲
げ
、
患
者
さ
ん
の
声
を
聞
く
こ

と
を
大
切
に
一
歩
一
歩
や
っ
て
き
ま

し
た
。

　

開
業
医
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
地

域
の
方
々
と
の
信
頼
関
係
も
構
築
で

き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

地
域
に
お
け
る
病
診
連
携

　

地
域
医
療
に
は
地
方
も
都
会
も
関

係
あ
り
ま
せ
ん
。
わ
た
し
た
ち
開
業

医
が
最
前
線
で
診
察
し
、
対
応
で
き

な
い
と
き
に
は
地
元
の
総
合
病
院
や

さ
ら
に
大
き
な
病
院
を
紹
介
す
る
と

い
う
連
携
が
大
切
で
す
。

　

松
波
は
珠
洲
と
の
つ
な
が
り
が
強

い
地
域
で
す
が
、
患
者
さ
ん
の
希
望

を
聞
い
て
、
宇
出
津
病
院
に
も
多
く

の
患
者
さ
ん
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
病
院
を
再
編
・
統
合
す
る

と
い
う
よ
う
な
流
れ
も
あ
り
ま
す

が
、
高
齢
化
が
進
む
奥
能
登
で
は
通

院
な
ど
の
こ
と
も
考
え
る
と
現
在
存

在
す
る
４
つ
の
総
合
病
院
が
、
診
療

の
質
・
機
能
を
落
と
す
こ
と
な
く
維

持
で
き
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

か
か
り
つ
け
医
と
し
て

　

わ
た
し
た
ち
開
業
医
は
、
患
者
さ

ん
の
価
値
観
や
人
生
観
を
踏
ま
え

て
、
患
者
さ
ん
に
満
足
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
な
治
療
の
流
れ
を
う
ま
く

つ
く
る
ス
タ
ー
ト
地
点
に
立
っ
て
い

る
と
も
い
え
ま
す
。

　

患
者
さ
ん
の
性
格
や
家
族
構
成
な

ど
も
理
解
し
、
い
ろ
い
ろ
な
相
談
を

受
け
な
が
ら
病
気
に
な
っ
た
と
き
に

ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
を
考
え
ら
れ
る

医
師
が
、
か
か
り
つ
け
医
で
す
。
い

き
な
り
大
き
な
病
院
で
診
て
も
ら
う

と
い
う
こ
と
は
、
地
域
医
療
の
崩
壊

を
招
く
こ
と
に
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ

ん
し
、
患
者
さ
ん
自
身
の
た
め
に
も

な
ら
な
い
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

医
師
不
足
、
医
師
偏
在
の
影
響
を

大
き
く
受
け
て
い
る
地
方
の
か
か
り

つ
け
医
と
し
て
、
地
元
の
方
々
に
満

足
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
こ
れ
か

ら
も
地
域
医
療
の
最
前
線
に
立
ち
続

け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

公
立
宇
出
津
総
合
病
院
と
共
に
、
地
域
医
療
を
担
う
開
業
医
。

住
民
の
か
か
り
つ
け
医
と
し
て
、
学
校
医
や
産
業
医
と
し
て
、

地
域
に
と
っ
て
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
存
在
だ
。
今
回
、
二
人
の

開
業
医
に
地
域
医
療
に
対
す
る
思
い
や
課
題
を
聞
い
た
。

懐
か
し
い
思
い
出

　

わ
た
し
は
昭
和
30
年
か
ら
5
年

間
、
宇
出
津
病
院
の
副
院
長
・
内
科

医
長
と
し
て
勤
務
し
ま
し
た
。
宇
出

津
病
院
は
当
時
か
ら
地
域
医
療
の
中

核
と
し
て
た
く
さ
ん
の
人
が
利
用
し

て
い
ま
し
た
。
当
時
は
和
気
あ
い
あ

い
な
雰
囲
気
で
、
病
院
で
野
球
チ
ー

ム
を
つ
く
っ
て
地
域
の
チ
ー
ム
と
対

戦
し
た
り
、商
工
会
が
主
催
す
る「
ミ

ス
宇
出
津
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
病
院
代

表
で
出
場
し
た
看
護
師
を
み
ん
な
で

応
援
し
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま

す
。
病
院
の
桜
の
木
も
吉
野
桜
を
現

地
か
ら
取
り
寄
せ
て
、
わ
た
し
た
ち

が
植
樹
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
当
時
の
町
長
さ
ん
や
患

者
さ
ん
の
後
押
し
で
開
業
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

医
師
が
抱
え
る
ジ
レ
ン
マ

　

そ
れ
か
ら
は
、
た
く
さ
ん
の
人
の

か
か
り
つ
け
医
に
徹
し
て
、
自
分
な

り
に
地
域
医
療
を
支
え
て
き
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。
医
師
は
生
涯
勉
強

し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
講
演
会

に
出
た
り
、
文
献
を
読
ん
だ
り
し
て

自
分
の
知
識
を
高
め
、
そ
れ
を
患
者

【なおい・ながお】直井医院院長。
金沢大学医学部卒業後、昭和 30
年に宇出津病院に副院長（内科医
長）として赴任。昭和 36 年、直
井医院を開業する。能都北辰高校・
鵜川小中学校の学校医、しらさぎ・
神野保育所の園医、町内企業や団
体の産業医なども務める。

直井長朗 医師（宇出津）
●半世紀、地域の医療を見続けた

さ
ん
に
返
す
こ
と
が
大
切
で
す
が
、

地
方
に
い
る
と
な
か
な
か
講
演
会
や

勉
強
会
に
参
加
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ

に
大
き
な
ジ
レ
ン
マ
を
感
じ
て
い
ま

し
た
し
、
悔
し
い
思
い
を
し
て
き
ま

し
た
。

　

医
師
が
地
方
に
来
た
が
ら
な
い
理

由
の
一
つ
が
、
自
分
、
そ
し
て
子
ど

も
の
教
育
と
い
う
問
題
も
あ
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。

病
院
、行
政
と
の
連
携
が
大
切

　

今
後
、
こ
の
地
域
の
医
療
で
最
も

大
切
な
こ
と
は
病
院
、
行
政
と
の
連

絡
・
連
携
を
密
に
す
る
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
わ
た
し
た
ち
開
業
医
が
軽

い
病
気
を
診
て
、
入
院
が
必
要
な
ら

ば
宇
出
津
病
院
を
紹
介
し
ま
す
。
し

か
し
病
院
が
充
実
し
て
い
な
け
れ
ば

七
尾
や
金
沢
の
病
院
に
患
者
を
紹
介

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
地
域
医

療
の
た
め
に
は
、
ま
ず
宇
出
津
病
院

の
充
実
が
不
可
欠
で
す
。

　

そ
し
て
学
校
医
や
園
医
、
健
診
・

予
防
注
射
な
ど
で
行
政
と
の
連
携
を

強
く
し
、
地
域
に
対
し
て
協
力
し
て

い
く
こ
と
も
重
要
で
す
。

　

地
域
医
療
に
は
患
者
さ
ん
の
趣
味

や
習
慣
、
生
活
全
体
を
知
る
か
か
り

つ
け
医
は
絶
対
に
必
要
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
患
者
さ
ん
の
た
め
に
勉
強
し

て
自
分
を
高
め
、
地
域
医
療
に
貢
献

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

地
域
医
療
の
た
め
に
は
、
開
業
医
が
病
院
、

行
政
と
連
携
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
。
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地
域
医
療
の

先
進
地

地
域
医
療
の
危
機

地
域
医
療
の
現
状

地
域
医
療
の
原
点

開
業
医
の
視
点

地
域
医
療
の
先
進
地

地
域
医
療
を
育
て
る

地
域
医
療
の
展
望

地
域
医
療
を
守
る

医
療
過
疎
に
泣
い
た
町

　

か
つ
て
藤
沢
町
に
は
、
ベ
ッ
ド
数

30
床
の
県
立
藤
沢
病
院
が
あ
っ
た
。

昭
和
26
年
に
開
院
し
、
地
域
医
療
の

拠
点
と
し
て
住
民
の
健
康
と
生
命
を

守
り
続
け
た
が
、
医
師
の
都
会
志
向

が
深
刻
な
医
師
不
足
を
招
き
、
昭
和

43
年
3
月
に
廃
止
、
医
師
一
人
の
藤

沢
診
療
所
が
開
所
し
た
。

　

昭
和
57
年
、
藤
沢
町
は
や
が
て
訪

れ
る
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
と
し

て
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
一
元
化

体
制
づ
く
り
を
進
め
る
。
町
福
祉
医

療
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
保
健
師
が

町
内
全
世
帯
を
訪
問
、
看
護
師
が
療

養
中
の
お
年
寄
り
を
一
軒
一
軒
回
っ

た
が
、医
師
の
確
保
は
困
難
を
極
め
、

土
台
と
な
る
医
療
の
充
実
を
図
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　

藤
沢
町
民
は
病
気
の
苦
し
み
に
加

え
、
時
間
的
に
も
経
済
的
に
も
大
き

な
負
担
を
抱
え
な
が
ら
、
町
外
の
医

療
機
関
を
訪
ね
歩
い
て
い
た
。

　

昭
和
63
年
度
に
藤
沢
町
で
亡
く

な
っ
た
町
民
は
約
１
０
０
人
。
こ
の

う
ち
70
人
以
上
が
町
外
の
医
療
機
関

や
施
設
で
亡
く
な
っ
た
。

　
「
情
け
な
い
。
生
ま
れ
た
町
で
死

ぬ
こ
と
も
で
き
な
い
な
ん
て
」。

　

佐
藤
守
ま
も
る

町
長
（
当
時
）
は
、
こ

岩
手
県
藤ふ

じ
さ
わ
ち
ょ
う

沢
町
の
国
保
藤
沢
町
民
病
院
（
管
理
者
・
佐
藤
元も

と
み美

院
長
）
は
、
地
域
医
療
の
先
進
地
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

開
設
し
て
以
来
15
年
、
常
に
黒
字
経
営
を
続
け
、
平
成
18
年
に
は
全

国
優
良
自
治
体
病
院
と
し
て
最
高
の
栄
誉
で
あ
る
総
務
大
臣
表
彰
も

受
賞
し
た
。
藤
沢
町
民
病
院
が
目
指
す
地
域
医
療
と
藤
沢
方
式
と
呼

ば
れ
る
そ
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

の
現
実
に
が
く
ぜ
ん
と
な
っ
た
。

　
「
病
気
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
住

め
る
よ
う
な
町
で
な
け
れ
ば
、
本
当

の
古
里
と
は
い
え
な
い
」。

　

佐
藤
町
長
は
、
政
治
生
命
を
か
け

て
町
立
病
院
建
設
を
決
意
し
た
。

執
念
の
病
院
建
設

　

し
か
し
、
近
隣
自
治
体
に
は
県
立

病
院
が
あ
り
、
県
内
の
自
治
体
病
院

は
軒
並
み
赤
字
経
営
と
い
う
状
況
の

中
で
、
何
度
足
を
運
ん
で
も
県
の
理

解
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
「
万
が
一
赤
字
に
な
っ
て
も
町
の

最
優
先
課
題
と
し
て
絶
対
に
支
え
て

み
せ
る
」
と
い
う
佐
藤
町
長
の
誠
意

と
情
熱
。「
病
院
建
設
を
町
の
最
優

先
課
題
と
す
る
」
と
い
う
議
会
の
強

い
意
志
は
「
病
院
建
設
運
動
」
と
し

て
町
を
挙
げ
て
の
運
動
と
な
り
、
少

し
ず
つ
県
側
の
心
を
動
か
し
た
。

　

加
速
す
る
運
動
と
は
裏
腹
に
、
医

師
の
確
保
は
困
難
を
極
め
、
県
内
外

の
病
院
や
大
学
に
訪
問
し
て
は
門
前

払
い
が
繰
り
返
さ
れ
た
。

　

平
成
3
年
、
佐
藤
町
長
は
全
国
各

地
で
地
域
医
療
の
充
実
に
貢
献
し
て

い
る
自
治
医
科
大
学
を
訪
ね
た
。
自

治
医
大
は
藤
沢
町
の
考
え
に
賛
意
を

示
し
、
各
地
で
活
躍
す
る
卒
業
生
の

名
簿
を
見
せ
て
く
れ
た
。

健康寿命を延ばし、元気な長寿
社会の実現を目指す
　

　長命と長寿は違います。生物学的な延

命を長命と呼ぶのに対し、生きがいや喜

びを見つけ、質の高い人生を送ることを

長寿といいます。

　年をとっても、人の手を借りずに生活

できることを「健康寿命」といいますが、

この健康寿命を延ばすことが地域医療の

究極の目的です。従来の「病気を治す医

療」に加え、「病気を予防する医療」を

実践し、元気な人を増やして長寿社会を

実現することがわたしたちの使命だと考えています。

　そのためには「病気を診る医療」から「暮らしを見る医療」への

転換が重要です。一人ひとりの生活に目を向けなければ、一時的に

病気は治せても病気を絶ったり、減らすことはできないのですから。

INTERVIEW

　

名
簿
の
中
か
ら
、
県
立
久く

じ慈
病
院

に
勤
務
す
る
佐
藤
元
美
医
師
を
訪

ね
、
着
任
を
要
請
。
藤
沢
町
の
考
え

は
「
保
健
と
福
祉
の
支
え
な
く
し
て

住
民
本
位
の
医
療
を
提
供
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
」
と
い
う
佐
藤
医
師
の

哲
学
と
一
致
し
た
。
佐
藤
医
師
は
自

治
医
大
の
後
輩
を
誘
い
、
町
立
病
院

の
創
生
を
担
う
決
意
を
し
た
。

　

平
成
3
年
9
月
、
つ
い
に
国
保
藤

沢
町
民
病
院
建
設
の
許
可
が
下
り

る
。
自
治
医
大
は
藤
沢
町
民
病
院
を

関
連
病
院
と
位
置
づ
け
た
。
医
療
ス

タ
ッ
フ
も
順
調
に
確
保
し
、
す
べ
て

の
体
制
が
整
っ
た
平
成
5
年
7
月
、

国
保
藤
沢
町
民
病
院
が
待
望
の
オ
ー

プ
ン
を
迎
え
た
。
県
立
藤
沢
病
院
の

灯
が
消
え
て
か
ら
25
年
目
。
医
療
過

疎
に
泣
い
た
町
は
、地
域
の
力
で「
医

療
の
砦
と
り
で

」
を
復
活
さ
せ
た
。

自
前
医
療
と
出
前
医
療

　

藤
沢
町
民
病
院
は
開
設
後
、
少
子

高
齢
化
に
対
応
で
き
る
保
健
・
医
療
・

福
祉
の
一
元
化
サ
ー
ビ
ス
の
強
化
に

総
力
を
挙
げ
て
挑
ん
だ
。
そ
の
柱
が

「
自
前
医
療
」
と
「
出
前
医
療
」。

　

自
前
医
療
は
初
期
医
療
か
ら
高
次

医
療
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
需
要
に
対
応

で
き
る
医
療
で
、
家
庭
医
的
部
分
と

総
合
病
院
的
部
分
を
併
せ
持
つ
理
想

の
病
院
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

　

さ
ら
に
外
来
診
療
の
ほ
か
に
訪
問

医
療
、
訪
問
看
護
、
訪
問
リ
ハ
ビ
リ

な
ど
在
宅
サ
ー
ビ
ス
に
も
力
を
入
れ

た
。
佐
藤
元
美
院
長
は
「
病
床
数
54

床
は
決
し
て
大
き
く
な
い
が
、
訪
問

医
療
を
加
え
た
ベ
ッ
ド
数
は
三
千
以

上
。
全
国
屈
指
の
規
模
に
な
る
」
と

町
内
全
世
帯
を
病
床
と
と
ら
え
「
出

前
医
療
」
を
展
開
し
て
い
る
。

　

藤
沢
町
の
特
徴
は
地
域
包
括
ケ
ア

を
担
う
施
設
群
。
藤
沢
町
民
病
院
を

司
令
塔
と
し
て
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
、
介
護
老
人

保
健
施
設
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
認
知
症
高
齢

者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
が

隣
接
し
「
健
康
を
守
る
保
健
」「
命

を
守
る
医
療
」「
暮
ら
し
を
守
る
福

祉
」
を
一
体
的
に
運
用
し
て
い
る
。

住
民
の
声
を
医
療
に
生
か
す

　
「
健
全
な
病
院
運
営
に
は
住
民
参

加
は
不
可
欠
」
と
考
え
る
佐
藤
院
長

は
、
安
定
し
た
医
療
体
制
づ
く
り
の

た
め
に
地
域
や
住
民
と
の
信
頼
関
係

を
築
く
こ
と
を
大
切
に
し
て
き
た
。

　

平
成
7
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
地

域
ナ
イ
ト
ス
ク
ー
ル
」
は
町
民
に
情

報
を
公
開
し
、
病
院
と
町
民
が
情
報

を
共
有
す
る
場
。
関
心
の
高
い
テ
ー

マ
を
寸
劇
な
ど
で
解
説
す
る
ほ
か
、

保
健
・
医
療
・
福
祉
の
ス
タ
ッ
フ
が

町
民
と
ひ
ざ
を
交
え
て
語
り
合
う
。

　
「
ス
ク
ー
ル
を
始
め
て
か
ら
病
院

に
対
す
る
ク
レ
ー
ム
が
減
り
、
住
民

と
の
温
度
差
も
な
く
な
っ
た
よ
う
な

気
が
し
ま
す
」と
佐
藤
院
長
は
話
す
。

　

住
民
の
目
線
で
医
療
を
見
つ
め
直

し
、
医
療
者
の
視
点
に
偏
り
が
ち
な

運
営
や
サ
ー
ビ
ス
を
改
善
し
て
き
た

藤
沢
町
民
病
院
。
開
院
か
ら
15
年
か

け
て
築
き
あ
げ
た
病
院
と
町
民
の
強

い
信
頼
関
係
は
、
地
域
医
療
の
一
つ

の
理
想
と
し
て
全
国
の
自
治
体
か
ら

注
目
を
集
め
て
い
る
。

藤沢町民病院管理者

  佐藤元美 院長
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★ 
藤沢町

岩手県

DATA
【岩手県藤沢町】
面積 123.15 ㎢、人口 9,556 人（H20 年
11 月 1 日現在）の農業の町。近年企業
誘致が進み、農工一体のまちづくりを進
めている。毎年お盆に行われる「藤沢野
焼祭」は野焼きとして日本最大級のイベ
ント。スポーツはソフトボールが盛ん。

【国保藤沢町民病院】
常勤医師 5人、非常勤 2人、病床数 54
床の町立病院。入院、外来のほか、訪問
診療、訪問看護などの在宅サービスを展
開する地域包括ケアの中核。平成 17 年
4月から地方公営企業法を全部適用。老
健施設や老人ホームなどの 7 事業を束
ね、経営の効率化やサービスの向上を
図っている。

寸劇を交えて意見交換する場「地域ナイトスクール」

藤沢町民病院が掲げる「忘
も う こ り た

己利他」の精神は、「奉仕の
精神と思いやりの心で医療を提供してほしい」という
故中尾喜

き く

久自治医大学長の願いが込められている。



地
域
医
療
を

育
て
る

千葉県東
とう が ね

金市・NPO法人

地域医療を育てる会

「　
分
た
ち
患
者
が
お
客

さ
ま
の
ま
ま
で
い
る

と
、
こ
の
地
域
の
医

療
は
ダ
メ
に
な
る
と
い
う
不
安
を
感

じ
て
い
ま
し
た
」
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地
域

医
療
を
育
て
る
会（
以
下
育
て
る
会
）

理
事
長
の
藤
本
晴
枝
さ
ん
は
、
育
て

る
会
発
足
前
の
気
持
ち
を
こ
う
振
り

返
る
。
当
時
、
新
臨
床
研
修
制
度
の

導
入
で
地
域
医
療
の
中
核
で
あ
る
県

立
東と
う
が
ね金

病
院
（
院
長
・
平
井
愛あ
い
ざ
ん山

医

師
）
で
も
医
師
の
引
き
揚
げ
が
始
ま

り
医
師
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
た
。

　

そ
の
こ
ろ
、
医
療
セ
ン
タ
ー
構
想

の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
だ
っ
た
藤
本
さ
ん

は
平
井
院
長
か
ら
「
こ
れ
か
ら
の
病

院
経
営
に
は
住
民
の
理
解
と
協
力
が

欠
か
せ
な
い
。
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ

ン
を
起
こ
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
相

談
を
受
け
る
。「
医
療
に
つ
い
て
素

人
の
自
分
が
知
ら
な
い
こ
と
は
、
ほ

か
の
人
も
知
ら
な
い
。
そ
れ
を
取
材

し
て
伝
え
る
情
報
紙
を
作
ろ
う
と
思

い
ま
し
た
。
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
知

恵
を
出
そ
う
と
す
る
人
が
生
ま
れ
る

か
も
し
れ
な
い
と
い
う
期
待
も
あ
り

ま
し
た
」
と
当
時
を
振
り
返
る
。

　

一
緒
に
や
ろ
う
と
い
う
メ
ン
バ
ー

も
少
し
ず
つ
増
え
て
い
っ
た
平
成
17

年
4
月
、
藤
本
さ
ん
は
地
域
医
療
を

育
て
る
会
を
立
ち
上
げ
、情
報
紙「
Ｃ

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
（
ク
ロ
ー
バ
ー
）」
を

発
行
し
た
。

情
報
を
共
有
す
る

　

ク
ロ
ー
バ
ー
は
Ａ
４
判
２
ペ
ー
ジ

で
、
救
急
医
療
の
厳
し
い
現
状
、
地

域
医
療
の
課
題
や
福
祉
・
健
康
情
報

な
ど
を
特
集
し
毎
月
1
回
発
行
し
て

い
る
。
東
金
市
で
は
回
覧
板
と
一
緒

に
全
戸
配
布
さ
れ
、
周
辺
自
治
体
を

含
め
た
行
政
機
関
や
医
療
機
関
な
ど

に
も
配
置
さ
れ
て
い
る
。

　
「
発
行
当
初
は
、
会
と
し
て
何
が

や
り
た
い
の
か
伝
わ
ら
ず
に
誤
解
さ

れ
た
り
抗
議
を
受
け
た
り
も
し
ま
し

た
。
今
は
毎
月
楽
し
み
に
し
て
く
れ

る
人
も
多
く
、
育
て
る
会
が
地
域
医

療
の
た
め
に
一
生
懸
命
や
っ
て
い
る

と
い
う
認
知
は
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
」
と
話
す
藤
本
さ
ん
。
東
金
病
院

が
救
急
の
受
け
入
れ
拒
否
問
題
で
マ

ス
コ
ミ
で
話
題
に
な
っ
た
と
き
に
、

そ
の
時
の
現
場
の
状
況
を
伝
え
た
ク

ロ
ー
バ
ー
第
31
号
は
、
外
来
患
者
に

も
配
布
さ
れ
「
医
師
が
元
気
に
な
っ

た
」と
平
井
院
長
も
喜
ん
だ
と
い
う
。

住
民
が
医
師
を
育
て
る

　

育
て
る
会
の
も
う
一
つ
の
代
表
的

な
活
動
が
東
金
病
院
と
連
携
し
て

行
っ
て
い
る
「
病
気
予
防
の
た
め
の

懇
話
会
（
レ
ジ
デ
ン
ト
研
修
）」
だ
。

東
金
病
院
は
地
域
の
医
療
機
関
と
連

携
し
た
医
師
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設

定
し
て
い
る
が
、
そ
の
ほ
か
に
病
院

と
育
て
る
会
の
対
話
の
中
で
生
ま
れ

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
こ
の
研
修
。
住
民

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
医
師
育
成
サ
ポ
ー

タ
ー
）
に
若
手
医
師
（
レ
ジ
デ
ン
ト
）

が
病
気
の
予
防
や
健
康
を
テ
ー
マ
に

解
説
し
、
そ
の
後
の
質
疑
応
答
を
含

め
て
住
民
が
医
師
を
評
価
す
る
と
い

う
も
の
。

　
「
患
者
は
潜
在
的
に
ち
ゃ
ん
と
話

を
し
て
く
れ
る
医
師
に
診
て
も
ら
い

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
住
民
が
医

師
を
育
て
る
場
所
を
つ
く
り
、
医
師

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
高

ま
る
こ
と
で
、
よ
り
よ
い
関
係
を
築

く
こ
と
が
で
き
ま
す
」
と
研
修
の
メ

リ
ッ
ト
を
話
す
。

　

こ
う
い
っ
た
研
修
内
容
が
医
療
情

報
紙
な
ど
に
も
掲
載
さ
れ
、
東
金
病

院
で
研
修
を
受
け
た
い
と
い
う
若
手

医
師
は
年
々
増
え
て
い
る
と
い
う
。

「
わ
た
し
た
ち
住
民
の
活
動
が
医
師

の
招
し
ょ
う
へ
い聘
に
貢
献
で
き
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
、
活
動
の
励
み
に
も
な
っ
て

い
ま
す
」
と
付
け
加
え
る
。

医
療
現
場
の
声
を
聞
く

　
「
医
療
現
場
の
Ｓエ
ス
オ
ー
エ
ス

Ｏ
Ｓ
は
伝
わ
り

に
く
い
も
の
で
す
。
し
か
し
そ
れ
で

は
住
民
に
大
変
さ
は
伝
わ
ら
ず
、
医

師
が
燃
え
尽
き
て
し
ま
い
ま
す
。
地

域
医
療
を
守
る
た
め
に
は
、
医
療
現

場
が
声
を
挙
げ
る
こ
と
、
そ
れ
を
住

民
が
ち
ゃ
ん
と
聞
く
こ
と
が
必
要
で

す
」
と
藤
本
さ
ん
は
訴
え
る
。

　
「
地
域
の
医
療
を
守
る
の
は
そ
こ

に
住
ん
で
い
る
住
民
で
す
。
何
を
す

れ
ば
良
い
か
分
か
ら
な
い
場
合
は
、

ま
ず
対
話
を
し
て
病
院
が
何
を
求
め

て
い
る
か
知
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て

自
分
が
で
き
る
こ
と
を
や
っ
て
み
る

地域医療のために患者として、住民として何ができるか―。
千葉県山

さ ん む

武地域を中心に活動するNPO法人  地域医療を育て
る会（理事長・藤本晴

は る え

枝さん）は、医療関係者と住民が一緒
に知恵を出し合い、対話をしながら活動を行っている。
地域医療を「育てる」ということはどういうことか、どのよ
うな活動を展開しているのか、藤本さんに話を聞いた。

こ
と
で
す
。
東
金
と
同
じ
こ
と
を

や
っ
て
も
成
功
す
る
と
は
限
り
ま
せ

ん
。
そ
の
地
域
に
必
要
な
病
院
、
必

要
な
医
療
が
ど
ん
な
も
の
か
、
一
緒

に
考
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

自
分
が
変
わ
れ
ば
地
域
が
変
わ

り
、
地
域
が
変
わ
れ
ば
医
療
は
変
わ

り
ま
す
。
そ
こ
に
患
者
を
助
け
た
い

と
思
っ
て
い
る
医
師
が
い
て
、
医
師

を
大
事
に
す
る
患
者
が
い
る
限
り
、

そ
の
地
域
の
医
療
は
絶
対
に
大
丈
夫

な
の
で
す
」。

患
者
を
助
け
た
い
医
師
と
医
師
を
大
切
に
す
る
患
者
が

い
れ
ば
地
域
の
医
療
は
崩
壊
し
な
い

－

。

【ふじもと・はるえ】　平成 8年に東京から東金市に転入。ボラン
ティア活動をしながら平成 16 年に山武地域医療センター構想策
定委員会アドバイザーに就任。平成 17 年 4 月に地域医療を育て
る会を設立する。地域医療を守る住民活動の代表例として全国各
地で講演や発表を行っている。3児の母。

藤本晴枝 理事長（千葉県東金市）
NPO法人 地域医療を育てる会

地
域
医
療
の
危
機

地
域
医
療
の
現
状

地
域
医
療
の
原
点

開
業
医
の
視
点

地
域
医
療
の
先
進
地

地
域
医
療
を
育
て
る

地
域
医
療
の
展
望

地
域
医
療
を
守
る

絵本「くませんせいのＳＯ
Ｓ」は、子どもたちに地域
医療の問題を分かりやすく
伝える教材になるようにと
藤本さんが描いた。今後は
中学生向けの冊子も作りた
いと考えているという。

自
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地
域
医
療
の

展
望

自
治
体
病
院
の
多
く
が
医
師
不
足
、
看
護
師
不
足
、
赤
字
経
営

な
ど
の
問
題
を
抱
え
る
な
か
で
、
宇
出
津
病
院
は
今
後
、
ど

の
よ
う
に
問
題
を
解
決
し
、
地
域
医
療
を
守
っ
て
い
く
の
か
。
病
院

開
設
者
で
あ
る
持
木
一
茂
町
長
と
病
院
長
で
あ
る
小
森
和
俊
医
師
の

考
え
は―

。

―
 

宇
出
津
病
院
の
経
営
状
況
は
。

持
木　

自
治
体
病
院
の
7
割
以
上
が

赤
字
経
営
と
い
う
状
況
で
宇
出
津
病

院
も
経
営
的
に
は
決
し
て
良
い
と
は

言
え
な
い
。
し
か
し
開
業
医
で
は
で

き
な
い
救
急
医
療
な
ど
の
不
採
算
部

門
を
担
う
こ
と
は
自
治
体
病
院
の
使

命
で
も
あ
る
。「
命
を
守
る
」
必
要

経
費
で
も
あ
り
、
あ
る
程
度
の
赤
字

は
や
む
を
得
な
い
と
考
え
て
い
る
。

―
 

医
師
の
確
保
は
。

持
木　

医
師
や
看
護
師
の
確
保
は
行

政
と
し
て
も
積
極
的
に
支
援
し
て
い

る
。
わ
た
し
も
地
元
出
身
の
医
師
に

直
接
お
願
い
に
回
っ
て
い
る
が
、
家

族
の
問
題
な
ど
で
す
ぐ
に
は
来
て
も

ら
え
な
い
と
い
う
状
況
が
多
い
。

　

珠
洲
に
は
地
元
の
医
師
が
数
人
と

能
登
町
出
身
の
医
師
も
い
る
が
、
↘

宇
出
津
病
院
に
は
地
元
出
身
の
医
師

が
一
人
も
い
な
い
。
と
に
か
く
地
元

出
身
の
医
師
の
情
報
が
必
要
だ
。

　

今
年
内
科
医
の
一
人
は
自
治
医
大

か
ら
派
遣
し
て
も
ら
っ
た
が
、
県
内

の
自
治
医
大
医
師
の
半
数
が
県
立
中

央
病
院
勤
務
。
も
っ
と
地
方
の
病
院

に
派
遣
し
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
う
。

―
 

自
治
体
病
院
の
連
携
は
。

持
木　

今
後
、
奥
能
登
の
自
治
体
病

院
同
士
の
連
携
は
絶
対
に
必
要
。
現

在
、
珠
洲
と
の
連
携
は
進
ん
で
い
る

と
聞
い
て
い
る
が
外
科
系
、
内
科
系

な
ど
病
院
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
生
か

し
た
連
携
を
支
援
し
て
い
き
た
い
。

　

奥
能
登
に
一
つ
の
中
核
病
院
を
造

り
今
の
病
院
を
診
療
所
に
す
る
と
い

う
構
想
も
あ
る
。
地
理
的
条
件
も
あ

り
現
実
的
に
は
難
し
い
だ
ろ
う
が
一

案
で
は
あ
る
。

―
 

保
健
、
福
祉
と
の
連
携
は
。

持
木　

病
院
が
中
心
と
な
っ
て
地
域

包
括
ケ
ア
を
推
進
す
る
こ
と
は
理
想

的
だ
と
思
う
が
、
医
師
不
足
、
看
護

師
不
足
で
病
院
に
余
力
が
な
い
現
状

で
は
難
し
い
。
今
年
か
ら
特
定
健
診

が
始
ま
っ
た
が
、
能
登
町
の
受
診
率

は
県
内
最
低
レ
ベ
ル
。
も
っ
と
地
域

に
出
向
い
て
受
診
率
を
上
げ
た
い
が

医
師
、
看
護
師
不
足
で
は
会
場
を
減

ら
す
し
か
な
い
と
い
う
状
況
だ
。

―
 

行
政
の
果
た
す
役
割
は
。

持
木　

行
政
と
し
て
は
医
師
確
保
、

看
護
師
確
保
に
全
力
を
尽
く
す
。
そ

し
て
住
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
な

が
ら
、
医
師
が
こ
の
町
に
残
り
た
く

な
る
よ
う
な
魅
力
あ
る
町
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
。

　

宇
出
津
病
院
は
こ
の
地
域
に
な
く

て
は
な
ら
な
い
病
院
。
行
政
、病
院
、

住
民
が
共
通
の
意
識
を
持
ち
、
一
体

と
な
っ
て
守
っ
て
い
き
た
い
。

医
師
が
能
登
町
に
残
り
た
く
な
る
よ
う
な

魅
力
あ
る
町
づ
く
り
を
し
て
い
く
。

能
登
町
長  

持
木
一
茂 

　

医
師
が
少
な
く
な
れ
ば
、
外
来
や

当
直
な
ど
で
ほ
か
の
医
師
の
負
担
も

増
え
る
。
こ
の
病
院
に
は
あ
と
2
、

3
人
の
医
師
が
必
要
だ
。

―
 

病
院
や
診
療
所
と
の
連
携
は
。

小
森　

医
師
が
少
な
い
の
は
奥
能
登

の
公
立
病
院
は
ど
こ
も
同
じ
。
例
え

ば
こ
の
地
域
の
脳
外
科
の
患
者
は
珠

洲
へ
、
泌
尿
器
科
が
な
い
珠
洲
の
患

者
は
宇
出
津
へ
来
る
な
ど
、
や
む
を

得
ず
と
い
う
こ
と
も
あ
る
が
、
少
し

―
 

医
師
不
足
の
影
響
は
。

小
森　

今
年
、
内
科
と
整
形
外
科
が

共
に
一
人
減
と
な
り
常
勤
医
師
は
14

人
か
ら
12
人
に
な
っ
た
。
特
に
整
形

外
科
は
2
人
か
ら
1
人
と
な
り
、
医

師
の
負
担
が
か
な
り
大
き
い
。

　

現
在
は
大
学
病
院
に
も
医
師
が
少

な
い
と
い
う
状
態
で
、
県
も
医
師
確

保
の
後
押
し
は
し
て
く
れ
て
い
る

が
、
現
実
問
題
と
し
て
医
師
の
確
保

は
非
常
に
厳
し
い
状
況
。
↘

　

宇
出
津
病
院
を
こ
の
ま
ま
残
し
て
い
く
に
は
、

　

病
院
が
必
要
だ
と
い
う
町
の
人
の
力
が
い
る
。

地
域
医
療
の
危
機

地
域
医
療
の
現
状

地
域
医
療
の
原
点

開
業
医
の
視
点

地
域
医
療
の
先
進
地

地
域
医
療
を
育
て
る

地
域
医
療
の
展
望

地
域
医
療
を
守
る
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わ
た
し
を
含
め
高
齢
の
医
師
は
定
年

を
迎
え
る
し
、
今
の
ま
ま
で
は
補
充

は
な
い
。
奥
能
登
の
公
立
病
院
の
中

で
も
、
高
度
医
療
を
担
う
病
院
、
診

療
所
的
な
病
院
へ
と
機
能
分
担
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　

医
師
は
今
引
く
手
あ
ま
た
。
こ
の

地
域
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
が
感
じ
ら
れ
な
け
れ
ば
、
簡
単

に
ど
こ
か
に
行
っ
て
し
ま
う
。
い
か

に
医
師
を
こ
の
地
に
引
き
留
め
る
か

が
大
切
な
こ
と
だ
と
思
う
。

　

こ
の
病
院
を
今
の
ま
ま
残
し
て
い

く
に
は
、
こ
の
病
院
が
必
要
だ
と
い

う
町
の
人
の
力
が
い
る
。

―
 

今
後
の
見
通
し
は
。

小
森　

宇
出
津
病
院
の
医
療
ス
タ
ッ

フ
は
、
現
状
の
厳
し
い
流
れ
を
一
生

懸
命
せ
き
止
め
て
い
る
状
態
。
水
が

一
気
に
流
れ
出
な
い
よ
う
住
民
の
皆

さ
ん
の
協
力
が
必
要
だ
。

　

数
年
後
に
は
、
金
沢
の
研
修
指
定

病
院
か
ら
、
地
域
医
療
を
学
ぶ
た
め

に
研
修
医
を
派
遣
し
て
く
れ
る
と
い

う
話
も
あ
る
し
、
県
や
町
の
奨
学
金

制
度
を
利
用
し
た
看
護
師
も
入
っ
て

く
る
。
医
師
確
保
と
看
護
師
確
保
の

道
筋
が
し
っ
か
り
で
き
れ
ば
、
安
定

し
た
医
療
を
提
供
で
き
る
。
今
後
も

地
域
医
療
の
中
核
と
し
て
の
役
割
を

粘
り
強
く
果
た
し
て
い
き
た
い
。

ず
つ
役
割
分
担
が
進
ん
で
い
る
と
言

え
る
。小
児
科
に
お
い
て
も
宇
出
津
、

珠
洲
、
輪
島
の
小
児
科
医
と
、
穴
水

の
開
業
医
が
相
談
し
な
が
ら
小
児
救

急
を
分
担
し
て
い
る
。
病
院
と
し
て

も
そ
う
い
っ
た
連
携
を
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
て
い
き
た
い
。

　

診
療
所
と
の
連
携
は
十
分
で
き
て

い
る
と
思
う
。
ほ
か
の
地
域
よ
り
も

進
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
。

―
 

病
院
が
目
指
す
医
療
は
。

小
森　

宇
出
津
病
院
は
、
こ
れ
ま
で

医
療
の
地
域
格
差
の
解
消
を
目
指
し

て
き
た
し
、現
在
も
目
指
し
て
い
る
。

　

能
登
町
に
は
、
開
業
医
の
先
生
も

た
く
さ
ん
い
て
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
、
療
養
型
の
病
院
や
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
な
ど
も
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ

が
役
割
を
果
た
せ
ば
、
あ
る
程
度
の

医
療
は
こ
の
地
域
だ
け
で
完
結
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
が
う
ま
く
機

能
す
れ
ば
地
域
包
括
ケ
ア
は
で
き
る

の
で
、
保
健
、
医
療
、
福
祉
を
一
体

的
に
運
用
す
る
必
要
は
な
い
と
思

う
。
そ
う
考
え
る
と
宇
出
津
病
院
の

役
割
は
、
ま
ず
急
性
期
の
病
気
を
治

す
こ
と
に
あ
る
。

Ｑ
5
年
後
、10
年
後
は
ど
う
な
る
か
。

小
森　

奥
能
登
に
ど
の
水
準
の
医
療

が
必
要
か
見
極
め
る
必
要
が
あ
る
。

病
院
長  

小
森
和
俊 

【こもり・かずとし】公立宇出津総合病院長。金沢大学医学部を卒
業し付属病院第二外科に入局。金沢大学がん研究所付属病院、浅ノ
川総合病院、珠洲市総合病院、富山市民病院などを経て、昭和 58
年 4月に宇出津病院外科医長。平成元年 7月から病院長となる。



地
域
医
療
の
危
機

地
域
医
療
の
現
状

地
域
医
療
の
原
点

開
業
医
の
視
点

地
域
医
療
の
先
進
地

地
域
医
療
を
育
て
る

地
域
医
療
の
展
望

地
域
医
療
を
守
る

10
月
20
日
、
公
立
宇
出
津
総

合
病
院
に
次
の
よ
う
な
内

容
の
手
紙
が
届
い
た
。

【
以
下
原
文
の
と
お
り
掲
載
】

旅
行
中
の
赤
ち
ゃ
ん
の
急
病
で
診
察

し
て
い
た
だ
き
お
世
話
に
な
っ
た
お

礼
に
と
。

　

10
月
の
11
日
（
土
）
〜
18
日
（
月
・

祝
日
）
を
利
用
し
て
私
の
定
年
祝
い

を
娘
夫
妻
の
企
画
で
旅
行
中
、
11
日

（
土
）
国
民
宿
舎
能
登
う
し
つ
荘
に

宿
泊
中
の
深
夜
に
1
歳
4
カ
月
の
赤

ち
ゃ
ん
が
40
・
４
度
の
高
熱
を
出
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
の
時
（
午
前
1
時
〜
2
時
）
と

翌
、
日
曜
に
点
滴
も
含
め
て
午
前
10

時
〜
午
後
2
時
位
の
間
、
女
医
さ
ん

は
じ
め
、
看
護
師
さ
ん
、
総
合
受
付

の
方
達
皆
さ
ん
に
は
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
が
赤
ち
ゃ
ん

の
具
合
や
、
食
事
は
ど
こ
ど
こ
が
美

味
し
い
よ
と
の
心
配
を
も
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

診
察
し
て
く
だ
さ
っ
た
女
医
さ
ん

は
２
日
間
と
も
同
じ
先
生
で
、
万
が

一
の
た
め
に
次
の
宿
泊
地
の
片
山
津

温
泉
の
病
院
の
紹
介
、
名
古
屋
迄
の

帰
路
の
心
配
を
案
じ
て
下
さ
い
ま
し

た
。
い
い
先
生
に
診
て
い
た
だ
き
、

そ
し
て
い
い
病
院
で
良
か
っ
た
と
皆

喜
ん
で
帰
り
ま
し
た
。

　

先
生
を
は
じ
め
、
皆
さ
ん
の
お
か

げ
で
赤
ち
ゃ
ん
も
良
く
な
り
、
以
前

の
よ
う
に
元
気
で
保
育
園
に
通
園
し

て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
時
の
皆
さ
ん
方
の
温
か
い
対

応
、
献
身
さ
に
は
頭
が
下
が
り
、
病

院
の
教
育
が
隅
々
ま
で
よ
く
行
き
届

い
て
い
る
の
だ
と
実
感
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。
今
回
の
旅
行
は
、
人
の
温
か

さ
を
改
め
て
存
分
に
知
り
え
た
い
い

記
念
の
旅
行
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

で
お
礼
の
一
言
が
ど
う
し
て
も
言
い

た
く
て
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

追
伸

今
回
の
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
の
件

に
つ
い
て

　

妻
と
子
供
夫
婦
、
小
学
校
と
高
校

の
教
育
に
携
わ
る
者
と
し
て
、
道
徳

の
時
間
等
に
機
会
が
あ
れ
ば
話
し
て

み
た
い
と
も
言
っ
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
ケ
ー
ス
は
小
児
科
医
が

診
察
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

実
は
24
時
間
３
６
５
日
体
制（
休
日
、

夜
間
に
患
者
の
安
全
の
た
め
に
二
人

の
医
師
を
配
置
し
、
医
師
が
過
労
で

倒
れ
な
い
状
態
）
で
小
児
救
急
を
行

う
に
は
11
人
以
上
の
小
児
科
医
が
必

要
と
い
わ
れ
て
い
る
。
宇
出
津
病
院

の
小
児
科
常
勤
医
は
1
人
。
気
軽
に

救
急
外
来
を
訪
れ
る
こ
と
は
医
師
を

疲ひ
へ
い弊

さ
せ
、
や
が
て
病
院
か
ら
立
ち

去
ら
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
可
能
性

も
あ
る
。
そ
う
な
る
と
今
後
、
宇
出

津
病
院
に
小
児
科
医
が
来
る
こ
と
は

な
く
な
る
だ
ろ
う
。

　

小
児
科
だ
け
で
は
な
い
。
今
年
医

師
が
減
っ
た
内
科
、
整
形
外
科
は
も

ち
ろ
ん
、
そ
の
ほ
か
の
医
師
、
看
護

師
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
も
激
務
で
あ
る

こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
そ
ん
な
医

療
ス
タ
ッ
フ
の
心
を
支
え
て
い
る
の

は
、
地
域
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
実
感
で
き
る
、患
者
か
ら
の「
あ

り
が
と
う
」
と
い
う
言
葉
な
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
手
紙
を
読
ん
だ
医
師
や
医
療

ス
タ
ッ
フ
は
、
今
ま
で
以
上
に
や
る

気
を
増
す
に
違
い
な
い
。
そ
う
考
え

る
と
「
あ
り
が
と
う
」
の
一
言
が
医

師
や
看
護
師
を
育
て
る
こ
と
に
も
つ

な
が
る
。
つ
ま
り
、
地
域
の
医
療
を

守
り
、
育
て
る
の
は
わ
た
し
た
ち
住

民
の「
心
」な
の
だ
。

　

病
気
を
抱
え
、
不
安
な
気
持
ち
の

患
者
を
理
解
す
る「
心
」と
、
一
生
懸

命
治
療
し
て
く
れ
る
こ
と
へ
の
感
謝

の「
心
」が
、
宇
出
津
病
院
を
支
え
、

地
域
の
医
療
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
「
な
く
な
っ
て
か
ら
で
は
遅
い
」。

の
と
鉄
道
の
廃
線
問
題
で
は
、
わ
た

し
た
ち
は
な
く
な
っ
て
初
め
て
そ
の

大
切
さ
を
痛
感
し
た
。
鉄
道
に
は
車

や
バ
ス
な
ど
の
代
わ
り
が
あ
る
が
、

病
院
は
命
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ

り
、
そ
の
代
わ
り
は
な
い
。

　

近
い
将
来
、
能
登
北
部
の
公
立
病

院
再
編
が
本
格
的
に
議
論
さ
れ
た
と

き
、
宇
出
津
病
院
を
守
る
こ
と
が
で

き
る
の
は
、
わ
た
し
た
ち
住
民
し
か

い
な
い
。

　
『
生い
の
ち命

の
砦
と
り
で

』
で
あ
る
地
域
医
療

を
守
る
た
め
に
は
、病
院
が
変
わ
り
、

住
民
も
変
わ
ら
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。
今
は
レ
ー
ル
も
な
く
な
っ
た
鉄

道
跡
が
、
そ
う
訴
え
か
け
て
い
る
。

（
特
集
・
生
命
の
砦  

終
わ
り
）

16

地
域
医
療
を

守
る
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こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と

こ
の
町
で
生
き
て
い
く
た
め
に―


